
2026 年 7 月 1 日 

株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 

 

ESG説明会 2026 質疑応答要旨 

（登壇者） 

執行役員 IR 本部 本部⾧ 渡辺 祐一 

社外取締役（監査等委員） 西谷 順平 

ミリオンスター支社⾧ 近藤 祐里亜 

 

ESG 説明会 2026 における質疑応答（要旨）を記載しております。ご理解いただきやすい

ように内容の一部を加筆及び修正しております。 

 

 

質問 1. 権限委譲のもと、どのように部下とのコミュニケーションを取っているか。 

    また、成果を上げるうえで、チームワークを強化していくことが重要となるか。 

 

回答者：近藤 

 企業理念集『源流』を軸としたコミュニケーションを意識している。マネジメント職

になった当初は、企業理念集『源流』を何度も読み返し、「主語の転換」など、周囲

を巻き込むマネジメント姿勢を見直した。 

 PPIH の強みは「個の力」にあり、権限委譲によってメイトを含む従業員一人ひとり

が仕事に誇りを持って主体的に行動している。この結果、個の力の総量が高まること

でチーム力も向上している。 

 支社⾧の役割は、個々の力を掛け合わせ、組織の成果につなげることと考えている。 

 

 

質問 2. 社外取締役としての 8 年間で、進化のきっかけをどのように捉えているか。 

また、今後の成⾧に向けた課題をどのように見ているか。 

 

回答者：西谷 

 売上高 1 兆円を目指していた時代から現在に至るまで、事業規模の拡大に合わせて組

織やガバナンス体制の強化を進めてきた。 

 吉田前 CEO のもと、大企業としての組織づくりを本格的に進め、組織強化が進ん

だ。 

 今後は、海外事業の拡大に伴うガバナンス強化や、コンプライアンス対応の高度化が



重要な課題であると認識している。企業成⾧のスピードに合わせたガバナンスの成⾧

が求められており、この課題への挑戦が必要であると考えている。 

 

 

質問 3. 海外事業成⾧を支える精神的支柱として、海外の従業員への『源流』の浸透状況

はどうか。 

 

回答者：渡辺 

 約 2 年半前の海外事業の収益低下を契機に、ローカル人財面の育成強化を進めた。 

 アジアでは各国語の源流が存在している。タイで『源流』を基盤とした研修やマネジ

メント改革を進め、他国にも横展開した。 

 この結果、アジアでのエリアマネージャーに相当する人財約 15 名全員がローカル人財

となり、理念浸透と人財育成の成果が表れている。これはその下で働く部下にも良い影

響を与えていると考えている。 

 さらに、アジアのオペレーションの改善につながっており、アジアの営業利益率が今期

5%を超えることにもつながっていると考えている。 

 一方で、米国については課題がある。アジアでの浸透例を活かし、オペレーション面

は改善傾向にあるが、『源流』の浸透という面では今後も課題として残る。 

 

 

質問 4. 外部評価のスコアにおいてコンプライアンスや社員の相互尊重には課題があるよ

うに見える。社外取締役の立場からどのように見ているか。 

 

回答者：西谷 

 コンプライアンス意識については課題として認識しており、コンプライアンス委員会

を強化してきた。リスクマッピングや研修の実施などに取り組んでいるが、結果として

現れるまでには一定の時間がかかるかもしれない。 

 「社員の相互尊重」の結果については、実力主義・成果主義の企業文化が一定程度反

映されている面もあると考える。従業員同士が足の引っ張り合いを行うような環境で

はないと感じている。 

 

回答者：近藤 

 「社員の相互尊重」については、店舗の従業員同士が仲間であると同時にライバルで

もあり、切磋琢磨しながら成⾧する風土が根付いている。 

 

 



 

質問 5.  買収した先の企業への『源流』の浸透をどのように進めているのか。 

 

回答者：渡辺 

 UNY との統合時には企業文化や価値観の違いが大きかったが、「源流」の考え方を業

務に落とし、分かりやすく伝えながら浸透を進めた。 

 理念そのものを伝えるだけでなく、現場が理解しやすい形に噛み砕き、コミュニケー

ションの回数を重ねて伝えることを重視している。 

 両社の店⾧の伴走や MD メンバー同士の継続的なコミュニケーションによる OJT、

源流研修、毎日の唱和などを通じて、権限委譲をはじめとする PPIH の企業文化を段

階的に定着させてきた。 

 

 

質問 6.  創業家の安田裕作氏の取締役就任は、西谷氏から見てどのような意義があるか。 

 

回答者：西谷 

 1 点目に、取締役会の平均年齢の若返りにつながった。 

 2 点目に、創業家と経営陣がそれぞれの役割を担う現在の経営体制について、今後も

大きな資本構成の変化なく継続できるという安心感につながった。 

 現時点では経営に直接関与する立場ではなく、大株主・創業家として会社を見守る立

場にある。創業家としての役割を果たすため、現在さまざまな経験を積みながら成⾧

している段階である。今後の PPIH の成⾧とあわせて、創業家の次世代を担う人財と

しての成⾧についても見守っていただきたい。 

 

 

質問 7.  社外取締役の立場から、オーナーにどのような期待をしているか。 

 

回答者：西谷 

 個人的な意見になるが、他社では、オーナーと経営陣の考え方の違いが対立やトラブ

ルにつながるケースも見られるため、創業家と経営陣の相互理解は重要である。創業

家は大株主でもあることから、経営陣が進めようとしている方針や議論の内容を正し

く理解し、認識を共有することが重要である。 

 取締役会の場で、経営課題や意思決定に関する議論を直接共有することで、経営陣と

創業家とのコミュニケーションが深まる。創業家が取締役として議論に参画し、経営

陣との理解を深めながら会社の方向性を共有していくことを期待している。 

以上 


